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又
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營
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營
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營
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營
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營
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都
市
社
會
は
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社

會

學

の

：對

象
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あ
る
•
挺
つ
て
都
市
社
會
舉
め
何
た
る
や
を
知
ら
ん
が
爲
め
に
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、
都
市
肚
會
の
構
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豫
め
明
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し
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け
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市
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會
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村
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會
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的
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、
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の
社
會
學
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門
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し
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の
共
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'間
、
又
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献
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含
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ゐ
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献
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廿
冗
章
を
見
ら
れ
た
い
。)

ン
.

然
ら
ぱ
何
が
他
の
社
會
學
部
門
ょ
-

■
^
1れ

；等

雨

者

を

分

離

せ

む

=め
る
共
通
點
で
あ
^
、̂
：
又

何

が

：是

等

兩
'者

を

相

互

に

區

別

'せ
し

む 

る
：點-で

を

る

か

を

1

應

檢

討

し

て

：見

よ

ぅ

？
：

 

：

 

- 

- 

-

V
.

:

レ

ン

ン

：
 

.
,

リ：

先
'づ
、：

都
市
•農
村
社
會
學
は
、一

敕
社
會
學
に
對
t

て

特

殊

部

門

や

あ

る

事

は

，云

' ふ
，

M

も
な
：
s
o 

:

而

しH

特
殊
部
門
と
し
て
も
文
化 

社
含
學
、
：知

霞

舍

學

，
：敎
育
社
會
學
、‘

濟
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村
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先
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れ
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村
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念
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ょ
っ
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導
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れ
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は
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頗
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當
と
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れ
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な
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い
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し
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れ
ば
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學
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都
市
•農
村
な
る
事
實
を
規
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
が
當
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で
あ
る
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來
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村
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。
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が
れ
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介
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あ
ら
：し

"
：

見
え
ざ
る
敵
に
向
へ
ク
て
の
情
悪
は
、
：其
の
間
に
空
漠
：の
所
感
を
伴
は
し
め
る
で
あ
ら
ぅ

o

併
か
し
ク
又
生
活
が
土
地
に
立 

脚

す

る

に

せ

ょ

、

，
反

對

に

そ

の

土
：：

地

、
：
空

間

の

，
關

係

か

ら

游

離

：
せ

し

め

て

.考
へ
る
.事
が
出
來
る
。
，即
ち
單
な
る
關
係
、
作
用
と
し
て
人
^

 

間
の
生
活
を
：把
握
す
る#
も
出
来
る
.？
例
，

へ：：

ぱH

場
街
に
生
活
す
る
勞
働
者
群
も
、

「
H

場
街」

'

,

的
に
.即
ち
地
域
的
に
見
な
い
で
，
勞
働 

若
と
し
て
辟
の
：

一

群
を
把
握
.す
る
事
も
出
來
るQ
若
し
斯
く
の
如
く
游
離
せ
し
め
ら
れ
て
考
察
さ
れ
る
場
合
、
又
土
地
に
規
定
さ
れ
な 

い
：で
.考

へ

，
ら

れ

得

る

生

活

等

に

：
於

，

S

.て
は
、
か
V
る
生
活
を「

都
市
，’

*

農
村
し
的
に
地
球
社
會
學
的
に
取
极
ふ
事
は
困
難
と
な
.；̂
、
且
つ 

不
可
能
で
あ
'る
0
此
の
軸
で
都
市
社
會
學
は
地
理.學
殊M

人
文
：地
理
學
と.可
な
.り
：緊
密
な
關
係
を
持
っ
て
來
るi
云
へ
.る
o

'

勿
論
雨
：者 

の

間
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に

は

判

然

と

®
別
す
べ
き
特
徵
は
あ
る
に
し
て
，も
、
外
見
的
に
は
寧
ろ
類
似
を
思
ほ
せ
る
研
究
種
目
が
無

 <；

で
も
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故
に
先
.づ「

都
市
し
及
び「

農
村」
は
社
#
學
的
に
は
地
域
觀
念
と
し
て
光
決
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
地
域
と
は
何
ぞ
や
と
云
ふ
、

.

課
題
が 

社
會
學
的
に
提
出
さ
れ
る
。
：..011)..，.： 

.レ
：

，

，

.

地
域
と
は
勿
論
空
間
的
擴
が
り
：に
外
な
ら
ぬ
が
森
に
云
ふ
所
の

.地
域
と
は
、
特
定
の
，社
舍
生
活
體
に
ょ
っ
て
占
め
ら
れ
る
空
間
的
擴 

が
り
に
外
な
ら
ぬ0
.
從
っ
て
農
村.と
か
都
市
と
か
は，r 

:

其
の
各
々
の
生
活
體
が
占
め
る
地
域
.內
.の
社
會
觀
念
に
外
な
ら
な
い
。
其
の
爲 

め
に
は
、
都
市
な
り
農
村
な
り
が
、

.
S

づ
れ
もI

定
の
社
會
生
活
體
で
あ
る
と
云
ふ
條
件
と
共
に
、
是
等
生
活
體
は

！

定
の
地
域
を 

據
し
て
ゐ
る
と
云
ふ
條
件
の
、
ニ
っ
が
前
提
と
さ
れ
て
I

O

;

吾
タ
の
日
常
の
知
覺
に
基
い
て
も
、
都
市
及
び
農
村
は
、

J

般
的
社
含 

生
お
體
中
に
於
け
る
特
定
な
生
活
形
式
で
あ
り
生
.活
熊
と
，し

て

現

は

れ
て
來
て
ゐ

.る
。
其
：の
各
々
が
如
何
な
る
生
活
體
.
で
あ
る
か
は
、

I
I

I
I

I

I

.本
稿
の
.中
心
問
題
で
.あ
り
、
旦
ウ
又
、.都
市
、
農
付
の
各
々
を
直
別
す
る
重
大
な
問
題
で
あ
る
が
故
に
後
段
に
於
；；̂
て
漸
次
說
明
す
る

事
と
な
ら
ぅ
。
此
の
生
活
體
は
、
同
時
に一

定
の
地
域
を
ょ
據
し
て
.お

り

、
，
且

つ

其
&
地
域
は
都
市
對
農
村
の
關
傻
に
於
い
て
.

6
、

相

.

.

.

.
 

• 

• 

• 

• 

/ 

. 

.

.

獨
立
し
て
成
立
し
、
都
市
及
び
®
村

の

雨

，

生
！®

體
が
.ょ
り
大
な
る
社
會
生
活
體
の
內
に
包
舍
せ
ら
る
、
と
同
様
の
意
味
に
於
い
て
兩 

地
，域
は
ハ
'り
大
な
る
地
域
の
內
に
包
食
せ
ら
る
乂
0
嚴
言
す
れ
ば
、‘1

國
社
會
の
生
活
體
の
內
に
都
市
と
農
村
と
の
，暢
蛛
生
活
體
が
あ 

り
、
ニ
國
々
土
が
都
市
と
農
村
と
、の
雨
地
塘
に
分
割
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
-る
。
斯
く
の
如
き
地
域
觀
念
は
、
恰
も
、
都
市
及
び
農
村
の

-r 

. 

■ 

- 

• 

. 

. 

.

.

.

.

.

.

. 

... 

y
: 

..... 

' 

f 

. 

.
'
‘ 

V 

•
.

行
政
極
制
的
維
#
に
.相

應

す

る

，所

か

，レ
、

雨

者

を

混

腐

す

る

.の

危

險

を

惹

し

慕

い

が

，之
，

.か
は
充
<刀
注
意
し
な
け
れ
ば
れ』

ぬ
.。

又
、
.都

.

-
I 

5
. 

 ̂

. 

• 

t 

.
 

, 

. 

. 

rli.

市
と
'か
農
村
と
か
に
就
い
て
の
吾
々
の
日
常
の
知
覺
が
、
此
.の
行
政
區
劃
的
觀
念
に
ょ
つ
て
有
力
な
影
響
を
受
け
て
ゐ
る
爲
め
に
、
，社 

會
學
的
な
、‘
都
市
•農
村
論
に
、
妹
更
に

「

地
：域」

.な
る
觀
念
を
持
ち
出
し
て
來
た
も
の
で
も
な
か
。
.
米
國
都
市
社
.
學
.で
せ
、

「

社
會
A
は 

..運
動
：の
可
能
な
る
個
人
間
の‘距
離
の
關
係
で
あ
る.し
と
看
做
し
て
ゐ.る
。.：距
離
よ
は
時
空
の
觀
念
で
あ
り
、
こ

 

>
で
は
.主
と
て
空
間
の 

觀
念
で
あ
る
。
；明
に
述
べ
、た
穆
に
：空
間
、
：
地
域
の
關
係
を
游
離
も
て
社
舍
關
海
を
考
へ
る
事
，：

^
不
.可

能

：
タ

は

な

い

。
，
做

に

郁

市

社

#

に 

し

た

：
み

こ

>0

セ

空

間

的

觀

念

を

游

離

し

て

眺

め

を

事

が

，
出

来

る

Q

例

：
へ

ば

、
：
異

質

的

構

成

の

.

社
#C

へ
チ
：
ド
デ
チ
！

I.

ァ
ス)

：y

云
ふ
者
方 

ほ

、
：
少

.く

と

も

其

れ

史

け

.
で

は

空

間

觀

念

を

伴

つ

ギ

ゐ

な

レ

0
,

•俳
か
し
晋
々
は
、
さ

ぅ

た§

生
活
體
が
ニ
.定
の
：
域
を
占
據
，

J
.
V 

.成

お

て

あ

.
る
；
事

實

を

看

過

ず

る

事

處

出

來

な

い

，
。
：
，
こ

の

生

'
活

體

は

：
事

實

、
.
空

間

的

に

眼

探

メ

サ

，
ら

れ

て

.
ゐ

る

。
：
此

め

：
黯

か

ら

し

：
て
：
、
"
. 

例
へ
ぱ
空
間
的
觀
念.を
無
視
し
.て
成
得
巧
契
機
と
は
別

®

な

も

：
の

と

息

て

‘

來
な
け
れ
ぱ
'.な

ら

ぬ

。
；
例

ぺ

ぱ

ヴ

テ

レ

：
^

タ

ア

は

祖

國
 

‘を
将
、1

と1K

あ
、
從
，つ
：て.彼
等0

.̂

プ

夕
：：

ポ

ア

も

：
し
：
て
；
の
.，
關

心

は

"
.

起
地
域
的
で
：あ
，る
：。
：
故
に
萬
國
の
彼
等
の
團
給
が
耍
ま
さ
れ

i

都
：市
§

め
：構

成

.
‘ 

'(：H

ム
ニ 
S
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都
市
社
會
の
播
成」

• 

s
 

a
.

六
ニ
：六
？

主

張

ざ

れ

：る
。
：，

.此

の

意

味

に

於

け

，る

關

心

又

は

機

能

乃

：至
：は

生

i

様

相

，を

殊

；に

社

會

學

的

對

象

と

.す

.る
場
合
は
、
：都
市
乃
至
農
村
を
‘

對

象

と

ず

る

！
！
合

と

は

>
£
: く

異.0

て
，来
る
：

の
：.

で
あ
る
タ
後
奢
に
あ
て
は
ブ
地
i

ね
規
定
さ
れ
た
、：
1
-
^
ひ
は
地
域
的
に
表
現
、

さ
れ
た
I

生
活
體

と

都
市
な
り
®
村
な
ね
が
對
象
と
な
づ
て
乘
る力
.從， 1っ

：：

て
.又 >,:

舆
質
的
、
，：同
質
的
構
成
が
問
題
に
な
つ
て
來

る
の
で
あ
る
。
プ
ロ
レ.タ
リ
ア6

,

生
活
關
，心
丈
け
に0
.

5

.

:て1
K

ふ
な
ら
ぱ
貧
的
觀
念
の
異
同
を
其
.

の
中
に
探
求
す
る
必
要
は
毫
も
無
い
。

社
會
構
成
が
異
質
的
だ
と
か
同
質
的
だ
と
か

W

ふ
の
.

は
、
，：諸#

の
契
機
を
蔵
し
た
生
：活
體
を
問
題
.

に
す
：る
か
ら
で
あ
る
。
：か

る

場

合

に
於
い
て
問®

に
な
る
社
#

は
、
即
ち
地
域
社
會
で
は
あ
る
ま
い
か
。

1

生
活
機
能
の.
各

A
Z

に
就
い
て
.云
ふ
な
ら
ぱ
質
の
異
同
は
當
初
よ

り
問
題
外
で
あ
る
タ
從
っ
：て
問
題
は
、
其
の
出
地
.

に
於
.

い
て
、.
是
等
生
活
體
が
營
む
生
活
え
は
何
.

で
あ
る
，か
ぬ
點
に
移
る
.の
で
あ
る
々

.-

此
の
酷
、
所
論
が
聊
か
地
i

を
强
調
し
過
ぎ
た
か
も
知
れ
な
い
ゥ
ー
例
ぺ

Mぱ
國
民
社
會
を
國
土
と
'は
離
し
，て
考
へ
：
る
事
が

.出
來
無
：い
と
は
云
ぺ
な 

::

い
.。
し
か
し
國
民
社
會
と
云
ふ
場
合
、

V
吾

々
は
國
土
と
云
ふ
限
定
さ
れ
，た
地
緣
關
係
に
盛
い
た
生
活
體
を
考
，
へ
さ
せ
ら
れ
る
。
，同

織

に

、
.
都
市
に 

せ
よ
、
農
村
に
せ
よ
"
地
域
か
ら
游
離
し
て
考
へ
ら
れ
な
い
事
は
あ
.
ま
い
。.唯
、l̂

n

々
は
、
か
，V
る
生
活
體
を
問
掘
と
す
る
時
"
然
る
可
き
約 

取
に
よ
っ
て
同
一
地
城
內
に
居
住
廣
息
す
る
生
；ぽ
壊
團
を
光
づ
觀
念
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
の
意
味
に
於
い
て
地
域
性
を
强
調
す
る
の
で^4

み
。
-

レ

，
 

：：
(

四)

/
 

-
: 

;

:

都
市
と
農
村
と
が
ど
ぅ
し
て
出
來
た
か
の
問
題
は
鼓
で
は
觸
る
必
要
が
：無

%

と
思
ふ
。
，
此
の
間
题
に
關
す
る
擎
者
の
見
解
は
既
に 

發
表
さ
れ
て
ゐ
る
。

(「

社
會
科
學
諭
幕J

所
載
拙
稿「

都
市
問
題
研
究
序
論」

參
照)

，今
で
も
其
の
點
に
就
い
て
特
に
改
め
る
必
要
を
感 

じ
て
ゐ
な
5
0
現
想
見
る
が
如
き
都
市
現
象
が
過
去
に
於
い
て
梁
し
て
如
何
な
る
も
の
サ
あ
っ
た
か
、
將
來
に
於
い
て
如
何
に
成
り
行 

く
か
の
®
問
に
就
い
て
も
觸
れ
る
必
要
は
あ
る
ま
い
。
斯
く
の
如
き
も
の
と
し
て
は
、
間
題
は
別
個
に
提
出
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

0
.

iレ
：
.
い

I
I
I

I

I

目

下

の

所

.、.吾
々
は
問
題
の
.，視

界

を

現

在

に

限
.つ

モ

差

ま

な

い

と

思

ふ

。

そ

し

て

耳

大

な

る

，人

口

集

圓

、と
：し

て

の

大

都

市

現

象

を

吾

A 

の
對
象
に
す
れ
ば
差
支
な
5
0 

: 

• 

: 

:

，現
在
に
於
け
る
都
市
现
魚
は
、
單
な
る
人
口
集
團
と
し
て
旣
.に
百
：萬
人
以
上
數
百
萬
人
を
密
集
せ
し
め
た
生
活
體
ホ
な
つ
.て
：居
る
？ 

而
し
て
、v
r
,國
人
口
の
十
分
の1

.內
外
が
此
の
宜
大
な
る
中
央
都
市
の
：生
活
者
で
あ
る
と
云
ふ
割
合
に
な
つ
.て
ゐ
：る
。
.其

の

占

む

る

：所 

の
他
域
も
亦
，從
つ
て
廣
火
で
あ
る
。
此
の
場
合
、
行
政
.
®劃

を

用

：ふ

る

の

は

不

當

で

.あ
る
：か

も

知

れ

な

レ

が

、

其

.の

間

幾

分

の

.關

聯

を 

有

す

る

：も
の‘と
し
て
、
利
用
す
る
事
を
許
さ
る〜

な
ら
ば
、
都
心
を
中
心
：と
し
て
半
徑
數
十
哩
：に
及
ぶ
圓
面
積
に
直
り
、
' 

1

府I:

縣
の 

面
積
に
比
敵
す
る
。
®

等
の
數
字
は
何
づ
れ
も
本
稿
に
於
て
‘は

，殊

に

避

け

た
®
統
計
に
ぷ
る
.弾

細

な

論

述

は

、
，：
主

と

レ

て

骨

組

を

目

的 

と
す
る
本
.稿
に
肉
附
け
す
.る
機
會
に
譲
つ
て
お
<
:

)

勿

論

、
，
何

程

の

：

<c;

ロ

集

圓

を

以

，
つ

て

都

市

と

名

づ

け

得

る

や

は

I；

間
題
で
在
り
得 

る

：。

：

普

通

、

大

挪

市

：、
.中
都
市
、
,小
都
市
等
の
量
的
直
別
を
附
し
て
、
相
當
.に
幅
廣
い
沿
極
の
，人
ロ
集
團
を
都
市
と
名
づ
け
て
ゐ
る
。 

唯

、

是

，等

の

各

種

の

：郁

市

は

そ

れ

ぐ

其

，め

時

代

の

社

含

的

經

濟

的

事

情

に

ょ

り

て

規

定

さ

れ

て

、

斯

く

の

如

き

槽

程

と

な

つ

て

现

は 

れ
た
も
の
で
あ
つ
.て
、
此
の
意
味
に
於
い
.て
量
に
於
せ
る
相
織
は
腐
に
於
け
ろ
相
遠
と
な
ク
て
現
は
れ
て
来
る
。
交
通
の
便
な
る
場
合 

に
は
集
中
的
現
.象

多

く

、
不

便

な

ネ

場

合

：，に

は

散

在

的

湖

向

が

嫌

で

あ

る

。
，
現

在

、
改

嚴

的

意

途

に

於

い

て

.

1
M

は

る

、
大

都

散

の

加
 

さ
は
、
，集
中
現
象
の
反
斬
在
外
な
ら
ぬ
。(

勿

論

、
，
此

の

場

合

、

.現
族Si

社
會
の
.經
濟
的
社
會
的
構
成
を
前
提
ふ
し
て
e
あ
る
。
旣
に
缴 

百
萬
の
人
口
集
圓
の
存
在
がr

同
じ
前
提
に
立
ろ
て
ゐ
る
。
假
ゎ
に
異
な
れ
る
社
會
雜
濟
構
成
に
前
提
を
有
す
る
と
.
れ̂
ぱ
、
恐
ら
く 

異
つ
た
現
象
が
現
は
れ
て
來
る
で
あ
ら
ぅ
。)

.

都

市

社

參

構

成
 

i
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シ
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i

:

都
市
社
#
の
機
成

へH
a

s

五

:
斯
く
の
如
き
都
市
を一

生
活
體
と
し
ヤ
、
如
何
に
把®
す
る
か
0
,
:恐
ら
く
都
市
生
活
者
は
、
：
い
づ
れ
も
市
民
な
.る
意
識
を
意
識
的
潜 

在

的

に

持

つ

：

て
：： Q

る
で
あ
ら
ぅ
、
.勿
論
、
：裁
に
云
.，ふ
市
民
と
？
ク
.
.所
謂
、
地
方
政
府
の
問
題
と.す
る
市
，民
觀
念
で
は
無
レ
、
鞭
近
都
市 

政
府
が
盛
ん
に
唱
導
す
る
ず
民
意
識
と
は
、
，當
該
符
政
體
に
對
す
る
思
誠
意
識
；に
外
な
ら

.な
い
。
此
の
意
味
に
云
ふ
市
民
意
識
は
、
必 

♦

し
も
全
部
の
都
市
生
活
者
に
固
有
し
て
ゐ
，る
と
：は
考
.へ
ら
れ
な
い
。1:

部
市
民
.が
己
の
行
政
體
に
對
し
て
忠
實
で
あ
る
と
否
と
.に
拘 

す
、
彼
等
は
市Eg

で
あ
る
。
都
市
生
活
者
と
し
て
わ
意
識
を
持
；

て
ゐ
る
ド
乃
至
は
へ
都
市
生
活
者
，と
し
て
行
動
し
て
ゐ
る
。
殺
で 

:

云
ふ
意
識
的
又
は
潜
ま
的
の
市
民
意
識
と
云
ふ
'の
は
此
の
意
味
の
も9
で
あ
る
。

，

；

.

A 

:

...

然
ら
ザ
、
此
の
意
識
は
何
か
ら
發
す
る
か
、
.恐
ら
く
同1

地
域
に
.於
け
る
共
同
生
活
な
る
事
實
に
基
く
も
の
.，で

あ

ら

ぅP、
單

に

、

同 

:
1

地
域
な
る
畫
は
、
若
し
之
れ
を
皮
相
的
に解

！
：

す
る
な
ら
ぱ
是
等
生
活
者
の
地
理
的
環
境
的
接
近
を
語
る
，に
過
..ぎ
ぬ
。
故
に
偶
然 

乃
至
は
.

1

時
的
に
其
の
土
地
に
存
在
す
る
と
こ
ろ
の
異
分
.子
も
、‘
或
ひ
は
同1

地
域
內
の
存
.在
者
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
然
か
も
彼 

等
は
直
に
そ
れ
を
以
つ
て
市
民
.と
も
云
へ
な
い
し
、
.市
民
の
意
識
を
持
‘つ
て
ゐ
る
と
も
云
へ
な
レ
ぬ
即
ち
、
市
民
た
：る
の
意
識
を
感
じ 

.又
、
か
く
行
励
す
る
に
は
、
更

に

共

同

生

の1

事
實
が
必
要
.で
あ
る
ヵ
旣
'に
、
他
.域
を
論
じ
た
所
で
地
域
：
は
特
定
の
社
會
生
活
體 

に
ょ
つ
.て
：成
め
ら
我
る
空
間
的
擴
ゎ
を
云
ふ
と
述X

た
が
、
蘇
で
も
同
じ
.事
が
者
：へ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
故
に
其
め
士
*地
に
共
同 

生
活
を
營
ま
ぬ
者
の
偶
然
的
！
時
的
な
存
在
は
、
此
の
際
問
題
に
な
ら
ぬ
。
彼
等
は
旅
行
者
で
あ
り
、
外
来
者
で
あ
る
。

.

.故
に
共
同
生
活
な
る一

事
は
、
此
の
際
、
.特
殊
の
檢
討
を
必
要
と
す
る
。
.何
を
'以
つ
て
共
同
生
活
と
云
ふ
か
、
如
何
に
し
て
市
民
が

I
I

8

か
ふ
‘！
意

味

：の

共

伺

生

活

を

營

ん

で

か
-::

之
.れ

を
.研

究

：サ

ね

ら

ぬ

。

本
稿
の

.目

的

は

主

：と
し
：
て

鼓

に

在

タ

？

M
故

か

と1

ポ
' へ
' 

.だ

-都

市
•蔑

村

社

會

學

者.

の
：.

云
‘ふ
糖
に
一
、
都
市
と
は
ハ

.異

貧

的

な

、

極

端

的

，差

隔

を

有

す

る

諸

分

子

か

ら

成

立

；ル

た

*
の
：旧

あ
.假
. 

り
m

o
最
を
極
端
な
例
：を
採
っ
て
都
市
に
其
の
：豪

奢

を

誇

と

、

"
喪
.家
0
狗
の
：如

き

浮

浪

者

と

：

.の
間
に
：如

何̂̂
.る
典
1
1::生

活

が

在 

る
.か
が
：假

ャ

に

共

同

生

活

が

無

い

と

す

れ

ぱ

何

れ

が

本

當

の

市

民

で

-
る̂
か
、
又
反
對
に
共
同
生
活
が
あ
り
と
す
れ
ぱ
如
何
な
る
點
に 

於
い
て
パ
あ
ネ
か
0
,:是
等Q

：

間
题
に
'就
，

S"

て

答

：

<£ら

れ

ね

ぱ

な

ら

ぬ

？
：
，
：

 

： 

: y
:

.本
然
の
意
味
に
於
け
る
共
同
生
活
と
は
、
.：.':
何
ら
か
の
意
義
に
貢
献
ホ
る
協
力
的
集
團
生
活
を
指
す
、
唯
漠
然
と
若
干

0
人
間
が
集
っ
'. 

て
生
活
し
：て
め
る.事
實
は
決
し
て
本
來
の.意
味
•の
共
同
生
活
で
は
無
：

S

◊
例
へ
ぱ
家
族
は
共
同
生.活
體
で
あ
る
。
：其
處
に
は
！
定
の
意 

義
に
就
い
て
.の
協
力
が
あ
る
。
；®

民
就
含
も
共
同
生
活
體
で
あ
る
>
:
意
義
に
對
す
る
寄
與
が
約
東

さ

，れ
て
：

i

る
。
.都
市
生
活
は
、
某
し 

て
此
の
：
意

味

に

：於

け

る

共

同

生

：活

體

で

あ

ら

，ぅ

か

。

‘勿
論
家
族
の
場
合
に
於
け
る

S
T

判
然
た
.る

意

義

べ

の

協

力

は

認

め

難

い

。
，
.寧

ろ 

雜
然
と
し
た
生
活
集
團
で
あ
る
緩
に
思
は
れ
！

<
5
0
.
:
勿
論
、
國
民
社
會
に
於
け
る
共
同
生
活
者
が
其
の
生
活
交
意
義
づ
け
て
ゐ
る
態
樣
は 

決
し
て
刹
然
と
し
た
も
の
で
な.く
，
往
々
に
し
て
其
の
意
義
づ
け
す
ら.疑
は
れ
る
事
A
あ
る
が
、.そ
れ
-で
も
、
..都
市
社
會
に
比
較
し
て 

國
民
社
含
は
！
：つ.の
判
然
た
る
生
命
を
持
つ
て
ゐ.る
事
は
明
が
で
あ
る
？
都
市
社
會
は
斯
く
の
如
き
生
命
を
持
っ
て
ゐ
る
か
ど
ぅ
か
。 

都
市
は1

個
の
.オ

ル
ガ11

ズ
A
で
あ
る
と
解
釋.さ
れ
て
ゐ
る
が
"
有
機
體
な
ら
ば
、
，、當
然
生
命
を
持
つ.て
'ね
る
。
然
ら
ば
；都
市
の
生
命 

と
は
ど
ん
な
も
の
か
、
如
何
に
之
れ
が
吾
々
に
.了
知
せ
ら
る
-

<

か
，
此
の
間
題
m
對
U
て
：
は

、
；

/聊
か
懷
擁
的
な
ら
ざ
る
を
得
な

5

奢
も 

少
な 

<
あ
る
ま
：s
o
:都
市
と1

K

み
P
は
、
國
民
的
文
化
的
寄
與
の.
§
過
程
に
於
い
：て
成
な
し
た
つ
の
生
.活
熊
錄
で
は
無
か
ら
タ
か
。
' 

都
市
社
參
の
檢
成'. 

二一 .

キ

(
一

六
ニ
九)



I

i

1
I

都
.市
赚
會
の.構
.'

V, 

nj

ル

(
1
2
0
)

か 

> る
生
活
熊
樣
わ
集
圓
が
即
ち
都
市
あ
り
都
市
的
共
同
生
活
な
，の：で
：は
あ
る
ま
か

0 

'
人

間

；の

社

會

的

文

化

®

與

は

恐 

ら々
1
4

ゆ
.の
方
面
.に
分
た
れ
る
、

あ
る
0
.共
.に
文
化
的
寄 

與
で
あ
り
っ
の
も
の

〜

兩面に過ぎな

5
?

都
市
は
か
V

る
寄
與
：の
過
程
に
成
立
し
た
：

j:<jvQ

生
活
態
樣
と
し
て
-勿
：論
、
意
義
を 

持
っ
？
.無
意
義
で
ゆ
無
い
。
• 

•
或
る
都
舍
主
義
的
論
者
の
如
都
市
ほ
自
由
め
溺
源
で
あ
る
、
文
明
の
，希
望
で
あ
る
と
ま
で
云
ふ
の
は
.い 

f
.

か
.

★
ル
て
も
、
‘今
の
ベ
た
意
味
の
所
産
と
し
て
全
然
無
意
義
で
は
無
か
ら
ぅ
0
從a

て
此
.の
約
束
：の

內

に

規

定

さ

.れ

た

生

命

を

持 

う

と1
K

っ

て

差

ま

な

：？
か

も

知

れ

な

5
。.

唯
、
.此
の
生
命
は
"
制
虔
化
：さ
れ
た
組
織
體
を
：の
も
の
持
り
生
♦
の
如
く
判
然
と
し
た
も 

ので：
い。

‘
家
族
：は
社
舍
的
文
化
的
寄
與
の
過
.程
に
於
い
て
成
立
し
た
制
虔
で
あ
り
組
織
體
で
あ
る
。
故
に
そ
れ€1

體
は
、；
社
會
全 

體
へ
の
意
義
づ
け
に
ょ
っ
て
制
約
せ
ら
れ
る
も
一
の
で
は
あ
る
が
、
.獨M

の
生
命
を
持C

V

て
ゐ
る
タ
同
じ
樣
，に
都
市
政
府
も
判
然
た
る
生 

命
を持

？：'

制
度
化
さ
れ
た
組
織
體
.で
あ
る
。
' 從
：:

て
此
の
生
命
に
關
す
る
眼
り
>
:確
.か
に
市
民
社
會
.は
共
同
生
活
體
で
あ
る
。
併
し
再 

ニ一.

練
返
て
述
べ
て
ゐ
る
様
'に
、
吾
々
の
取
极
ふ
都
市
社
會
は
、
此
の
組
：織
化
制
度
化
さ
れ
た
ふ
の
で
は
無
く
、
む
し
ろ
其
の
.基
底
を 

爲
す
、
實
體
的
の
も
の
.で
あ
.る
：。
：.此
め
點
、
間
題
は
國
民
社
會
A
國
家
の
■
係
に
近
似
し
て
ゐ
る
。
.故
に
都
市
社
會
の
生
命
が
認
め
難 

の
.；̂
當
然
と
ま
は
ね
ば
な
ら
ぬ
力
：

：
-

:

- /

,

f

:
く

問

題

：は

、
：
获

で

、
；
社

會

§
腎
體
と
制
度
化
的
組
の
關
係
に
觸
れ
な
け
れ
ぱ
：な
る
ま
い
國
民
社
#
と

國

家

、
.
都

市

社 

★

と

市

政

，府

等

々

り

關

係

，に
：言

及

せ

ね

ぱ

作

.る
ま5

。

'雨
：者#
當
然
無
關
係
で
は
な
い
。
寧
ろ
、/
組
織
體
は
社
#
的
實
體
の
持
っ
生
命 

及
び
意
義
を
具
體
化
义
た
も
‘め
だ
と
云
へ
る
。
併
し
又
>
ガ
か
ら
雨
者
を
同J
視
す
べ
き
理
由
止
は
な
ち
ぬ
。
.' 鼓

で

は

、
.：論

述

を

此

の

i
iM

點
：に
止
，め
セc 

a

す
る
.
に
爾
者
は
吾
：々

：の
思

&
H

、

別
すY

 

f

ね
で
お
る
#

を
云
ふ
に4

め
え
デ
-

:
:
:

斯
ズ
の
.
如
く
.

^

ひ
都
市
社
會
は
、.：.社
會
雙
化
的
寄
與0

過
程
'に
於5

て
成
立
し
た1

っ
の
集
團
的
生
ホ
態
樣
と
し
て
、
意
義
及 

ぴ
生
命
を
特
ウ
と
考.
へ.
ら
れ
る
。..：
從
っ
.ヤ
此
め
意
味
：；に
於
い
セ
都
市
生
：括
者
はゥ.共
1

活
體
を
*

^

し
て
ゐ^

c
^の

セ

あ
：る
o

’
勿
論
文 

北
.的
寄
與
め
§

は
複
灘
.で
あ
る
0
.
'其
れ
故
：に
 

>
 
典
同
生
活
體
と！ K

:
<
^
V

も"
：

生
活
の
凡
べ
て
に
，
.互
っ
て
單
純
な
協
力
が
行
’は
れ
ろ
と

はi
i
r

へ
な
.5。

'舉
ろ
.ゾ
賊
化
趟
ぺ★

棒
に
、

' 
都
市
生
：活
の
®

は

異

質

的

で

あ

る

が

故

に

> 
反
撥
、-
，乖
離
、
衝
，突
、
'抗
爭
等
の
現
象
が

• 

, 

. 

- 

. 

迹

ん

に

生̂

る̂
#
霊

と

淨

，る

タ
.：:

‘ 

h
v
:
-
:

バ
：
.
-•
け

:

-
V 

.

一
レ.，；：
，，

y 
ベ
：
 
一‘"
，

,
.
r 

.
^
. 

■ 
- 

V
- 

r
^
.
.
,
. 

,
-
.

シ

デ

.
-
.
.
.
.
.
'
.
.
.
.
-
.
:

パ'

.

厂

.

.

.

.

.
•

"

か 

>
る
：
撥
乖
離

.に

も

拘

：を

す

、
：

.

.
共

同

生

：
活

な

，る

：

i

事

實:

即

ち

文

化

的

寄

與

の

關

係
：？
i",

而

し

ャ

さ

れ

に

ょ

ク

て

：生

す

る

特

殊

な 

る
生
活
態
#

^
難
あ
.力
市
民
意
識
あ
決
定
實
る
の
.で
あ
ち
ぅ
"
锻̂
っ.て

.；

シ
.言
，々 
'は
此
の
特
殊
な
生
活
態
樣
の
分
析
解
剖
に
入
ら
ね
ぱ 

な
..ら
.ぬ
0
:を
れ
と
學
中
の
特
殊
部
門
と
し
て
取
极
は

.れ

る

都

市•
，農
村
社
會
擧
め
あ
二
つ
て
®

に

都

市

ど

農

村

み

を

識

別

す

る 

震

4
な
‘り
，得

る

も'◎
セ
.あ
-:る
？

：
 

，
n
;
-
. 

'ン
ニ
：：
.、'
 

-ん

-
::.、

：
： 

：/

:
§
と
襄
村
の
生
活
擦
樣
m
就
い
て
は
>
旣
に
そ
.の

封

照

が

論

ぜ

ら

れ

て

ゐ

る

。

例

へ

ぱ

囊

>環
境
、人
口
、
社
會
>
動
き
，
構
成 

一

S
"
#
S
H

的
接
觸
等
.々

め
諸
駒
に
就
：

.S

セE

者
め
差
鐵
的
特
徽
が
論
ぜ
れ
る

0.(

詳
し
く
は
、
ソ
ロ
.キ
ン
•
ジ
シ
マ
ア
マ
シ
共 

都市會學原理

U

參
照)

タ
或
か
は
又
、都
市
•

§

社
會
の
緒
合
形
式
に
ょ
クて

"
*
®

相
摩
を
求
め
る
、
即
ち
都
市
社
會
は 

'契

で

あ

る

"に
辦
じ
て
一*

會

は

身̂

會
で
あ
る
一
と
見
を
タ
是
等
の
ー
諧
點

'は
默
か
を
全
部
的
に
或
び
"
^
部
分
的
に
ま
鶴
を
得

'瓶
取
社
會
の
棒
成
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<1̂

耍
軸
で
お
ら
ヶ
o、
し

か

：

し
、
：：：

是

舉

に

ク

い

で'詳

論

す

え

：餘

裕

は

無

セ
：：：

唯
>
:リ
银
取
；
.
農̂

：

ひ

對̂

器

柳

成

.がC

パ
農
村
；
の

举

f

性

に

對

し

：て
複
合
性
で
ポ
ー
る

と
：！

で

み

ま
-此ね特徵都市；
の構成それ

®
體
を
：

I

f

 

^
 

' 

.

.

:ン

：ン

一
§

§
w

§

m

.

$

.

「

都
市
§
.

ぱ5
-
^

つ
か
：の
：村
落§

:
s
*
^

や
お
るJ: 

t
禅
べ
’た
事
钱
^
此
の
，軸
にW

耍
な
關
係
を
持
~ 

◊
0
;
"
趣
|

ン
，彼
は
村
^

®|1

と
云
ふ
觀
念
.に
ょ
つ
て
、
何
に
も
、
農
業
的
活
動
を
想
鑑
し
て
は
ゐ
な
か
{
た̂
で
あ
ら
ぅ
0
彼
は
之
れ 

を

ぐ

て

農

輯

タ

落

，の
單

.：
r

極

柳

成

な

念

R

に
置
..い
：な

の

セ

あ

ら

ぅ

®:.:.即

ち

都

市

は

 >:.

村

落

：

0^

機
な
.舉

I

性
構
成
を
持
り
'た
都
落
が
い
：
 

り
.か

集

：つ

ぢ

社

會

稱

成

け

複

合

渡

的

費

で

一

あ

>

る
と
.觀

察

し

た

ふ

：め
；と

思

は

れ

る

そ
：
.

り
わ
、

；

ハ
，.，.
：
，
：

1
;

v
s 

單
一
‘性

柳

成

と

は

、
；社

會

ヵ

> 
潜

俗

等

に

於

い

ヤ

，阜
1
:
:的
サ
辨
1
0の
あ
，：̂
<
?社
會
あ
指
ず
0
,換
言
す
れ
ば
、.：.個
人
^
;
全

，體

と

.
の

關

係

が 

單

1

で
あ
る
場
合
に
外
な
ら
ぬ
9
,か
\
る
社
#
構
成
は
地
域
的
に
狭
少
な
社
會
に
於
い
て
當
然
な
現
象
で
村
落
に
あ
つ
て
は
、
村
全
體 

が
，；か
\
，タ
舉.1:

的
な
統1

體
と
.な
0
て
ゐ
る
0
個
人
に
對
し
て
考
へ
ら
れ
る
の
は
此
の
親I

的
全
體
の
み
で
あ
る
。
反
之
、
都
市
社
舍 

て
.は
ハ
都
市
全
體
の
絲
-1,

性a

外
に
f

各
個
人
を
規
德
す
る
統I

性
が
#
る
？
換
言
す
れ
ぱ
、
都
市
に
於
け
る
個
人
はI；

力
. 

?>::!:

一
重
，韻

制

の

下
.に
僮
か
れ
て
.ゐ
る
。
此
の
，：

1
1重

統
制
の
.ほ
、..I CV

は
都
市
全
體
.と
して

：；

の
棘一

‘で
あ
る
が
ゾ
も1:::つ

；：

の

続

制

：は

、
.
都
 

市
內
部
に
.於
け
る
近
隣
的
統
.

I,

で
あ
る
0
町
；

e

的
騎
制
で
あ
る
。
？故
に
都
市
'に
於
い
て
.は

各

個

人

は

二

種

の

異

つ

，
た

絲

I

下

に

置

か

れ 

農

村

，
の
，
場

合

に

‘

於
け
る
が
如
ズ
、
.個
人
1

全
體
の
關
係
で
終
ら
す
に
個
人
I
P
-全
體(

」

丫

I
I全
體(110

と
.！

K
:

ふ
、
複
合
的
.關，1

^

§

か
れ
る
の
で
あ
る
。
.
'例
を
以
づ
'て
云
ふ
と
> 
國
家
法
活
P
內
.に

あ

は

、
：.一
市
民
は1,

甫
民
で
あ
る
と
同
時
にI

國
民
で
あ
る

I

I
と
云
ふ
潘
に
な
る
。
.之
れ
はj

種
の
.複
ム
ロ
性
的
織
成
で
あ
る

。
.

t
J

れ
ふ
同
様
に
、
.都
市
社
會
に
あ
つ
，て
は
、‘1
市
民
は
同
時
に
其
の
都 

市
內
部
の
何
等
か
の
部
落
の
住
民
な
の
で
あ
る
。
，大
都
市
に
於
け
る
*
斯
く
の
如
き
複
合
性
的
構
成
を
見
出
し
た
事
は
、
.近
张
来
國
都 

沛
撒
滑
學〈

最
大
の
貢
献
：-
云̂

ふ

，ぺ

き

で

あ

ふ

ぅ
。
：：
，
.
. 

..’
：

都
市
は
其
の
發
展(

人
.ロ
梢
.加
，：}-V

修
騰
の
過
程
す
於
い
て
體
制
的
な
分
化
を
生
すJ<?.o1

都
市
の
膨
服
は
、
其
の
地
拔
內
に
空
間
的 

な
特
殊
化
を
生
ぜ
し
め
る
。
兹
：す
：1
|ふ̂
空
間
的
特
段
化
と
は
、
單
な
る
地
理
的
異
同
を
指
す
の
で
は
な
く
、
空
間
的
に
表
現
さ
れ
た
生 

括
態
様
の
異
同
を
指
す
.の

で

がる
。
：：：

村

落

、
，
小

都

市

に

於

5

て
は
見
な
か
つ
た
マ
か
、
る
空
間
的
體
制
的
分
化
が
、
都
市
の
發
展
と
共 

に
.生
す
る11̂

は
、
パ
ー
ボ
ス
お
よ
つ
ズ
シ
タ
ゴ
市
の
.調
座
を
以
つ
て
明
か
ぶ
れ
お
0
を
れ
に
よ
れ
ば 

>
.大
都
市
は
都
心
地
霞
を
中
心
. 

と
し
て
-
い̂
，く

ウ

か

の

同

心

圓

的

地

極

に

汾

た

れ

^
^
.わ
.
$あ̂
り
マ
都
市
の
膨
膜
は
投
石
に
よ
る
水
面
の
波
辩
の
擴
大
'の
如
き
狀
況
を
示
：
 

ザ
め
‘⑥
あ
る
9
.斯
く
の
如
く
割
さ
れ
た
地
直
は
、
其
の
ほ
に
營
ま
れ
る
生
活
が
同1

都
市
に
在
み
乍
ら 

> 
幾
多
の
方
面
に
於
い
て
各A/ 

满
ぷ
タ
を
以
：タ
づ
け
ら
れ
る
メ
即
ち
そ
れ

.
廣
い
面
積
の
單
な
る
機
械
的
な
分
割
で
は
な
い
0
:各
桃
區
に
そ
れ
ぐ
の
生
活
が 

ふ
.乂

適

韻

が

あ

ま

ハ

：
習

俗

が

存

す

る

の

，で

あ

：る

0
此
の
種
の
學
問
的
發
見
に
多
大
の
光
明
を
投
た
の
は
、
.：近
來
>
社
會
學
研
究
ひ
領 

湖
t
缴
.ル
ぼ
顿
に
醫
力
を
增
し
て
谏
た
社
會
生
態
擧
，.の
力
で
あ
ら
ぅ
o

,
§
生

態

攀

は

特

殊

部
！：！

と

し

て

、
：農

村

r

都

市

社

會

學

、
.：
社

會 

生
働
學
等
ホ
別
個
に
其
の
地
位
を
壤
求
し
つ〜

.あ
る
。(

前
描
書
n社

畫

め

®

：

4

第
ホ
冗
章
第

±

®

參
照)

：
> 社
#
生
熊
學
が
都
市 

社
舍
學
に
波
ぜ
す
カ
.：：̂
充
分
尊
重
タ
れ
て
か
オ
ポ
；疯
に
1
;
#市
の
1£
部
お
於
け
る
異
質
的
構
成
の
意
義
を
充
分
理
解
せ
し
め
た
點
に
於 

都
市
社
#

め
構
成
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(

！
六
1

§

5
て̂

襄

々

：の

旧̂5
-
1
^
.

强

乂

惹'
^
*
5
>
^

の
>が
あ
^
?タ(

唯
ハ
：-此
の
間
題
は
別
0
觀
<
|
1
1
に
述
ぺ
>
^
:
\
る
可
き
で
'あ
.ら
§
ポ
：.，ヒ

ま

博

V

 

,..r
 

:
ぎ
ぃ
：.：，
 

ソ
潮
乂
ゆ
如
セ
滩
厳
お
ホ
厲
質
的
德
成
は
タ
ー
’先
せ
に
^

タ̂
タ
郁
市
社
會
の
棱
^
^性̂
的
構
成
を
指
示
す
る
。
是
等
の
地
廣
に
各
ミ
そ
れ
自 

體

の

生

活

が

ゆ

け

、
；；
溯

想

ポ

あ

り

、
：：

.

.習

俗

が

卞

る

タ

、
之

れ

を

部

落

と

名

づ

-:t̂

得
ぷ
か
も
知
れ
な
5
.
0是
等
部
落
生
活
者
は
そ
れ
に
ょ
つ 

て
解i

ホ
ら
れS

制
戈
ら4

て
.ゐ
る
。
：勿
論
地
：

P

に
つ
ホ
は
か
：-
る̂
統
：

f

强
制
の
無
；

S.

所
.
あ̂
る
。
：
し
か
し
、.：.其
の
地
直
に
は
、
反

對
に
、
他
の
部
落0

^

德
は
行
ほ
ル
な
い
。
所
謂
ボ
へ
ミ
ア
ン
，
ク
.；ォi

タ
ア
と
稱
せ
ら
る〜

所
は
、
コ
ン
，グH.

:

ン
シt

ナ
ル
な
生

' 

-

.
:
.

 

. 

' 

■ 

• 

. 

' 

.

準
を
嚇
視
み
て
や
る
：

f

極
で
ホ
る
が
、
：

れ
ま
：
^

其ハ
： .

卿
の
生
活
.

規
.

準
を
レP

.
I
g
!

は
し
め
ざ
：
消
極
的
な
强
制
が
あ
る
P
 

-,.

,‘；..

故
に
都
市
生
活
廣
甘
ハ
^
洛iOI
溜
：̂
す
る
地
直
の
部
落
的
な
社
會
ヵ4:̂

先
'
德̂
ホ
る
；◊
そ
れ
と
同
時
に
都
.市
全
體
の
社
會
力
に
も
統
制

せ
石
れ
あ
々
，Ai

i

に
村
落
の
場
合
t
於

け

る

舉

構

成

と

，異
つ
た
徽
合
性
的
な
社
舍
構
成
が
見
出
さ
れ
る
の
ホ
あ
都
市
と
は
村

廣

體

|
>

あ

と

I
H

ふ
喻
题
せ
：
^

ゆ

意

蛛解
！
：

さ
れ
て
最
も}

か
と
云
ふ
ベ
き
で
あ
ら
力0
:

:

:

一へ
 

/

 

‘
,

I
f
.
;

郁
市g

詹9;

複：̂

在

魔

は

！
：
に
：對

德

し

？

 

何
な
：.ホ
給
取
を
牆
伴
す
る
か
0 

/
. 

: 

..
 

‘
 

- 

V 

.

先
づ
之
れ
に
對
應
す
る
も
の
：

t§
、

都
市
社
會
は
異
質
的
な
る
も
の
、
集
合
體
で
あ
る
と
云
ふ
事
實
に
外
な
ら
ぬ
0 

.
農
村
に
於5

て
は 

職
業
的
..に
、
：纖
境
的
に
傳
統
的
に5

づ
れ
ぁ
統i,

的
同
質
的
で
あ
る
0
.其
の
生
活
の
動
き
も
緩
漫
.で
變
化
も
徐
々
で
あ
る
、
從
つ
て
質 

的
®
北
を
遺
起
す
事
が
ル
な
s
o
:反
之
、
，都
市
：

に
千
差
寓
別
の
型
、
：，理
想t:,

生
ぜ
を
集
め
す
ゐ
る
0
-職
業
的
に
見
て
農
村
の
.棘

.

1:, 

独
が
無
，

S.OV

階
掀
他
に
見H

頗
る
：懸

隔

が

あ

ま

：
纖

境

的

に

は

、

.，
生

活

力

ほ

應

じ
.て
；
の

寒

別

が

見

ら

れ

る

0
傳
統
は
無
視
さ
れ
る
、
0

mi i

咸

に

就

て
.

：の
統
：

i

が
な
：ぃ
、，
其
0

生
一.活
め
動
き
M

速
.
で
>

 

-變
仏
は
不
斷
セ
あ
る
。
：；
.

雜
：多

嬉

靖

，货̂

衝
突
、
そ
れ
が
異
質
的
^̂
都 

市
社
會
の
特
色
で
あ
る
。
i

r

.

:

斯
く
の
如
き
異|3：£

分
.子

を

含

む

；が

故

ほ

、

唯
.：t

つ
の
力
の
下
に
.棘t

が
行
は
れ
な
5
.
0で
あ
る
。
是
等
の
も
の
は
各
異
つ
た
世
界 

に
住
ん
や
ゐ
ネ0

で
あ
る
。-
故

：に

各

の

世

界

に
.：

S

解

I

が
あ
り
傳
綺
が
.あ
り
マ
補
咸
が
あ
.つ
て
も
、
.
.之

れ

.は

そ

れ

等

全

體

マ

都

市

全

體 

を

通

た

の

棘

'

f

ャ
傳
雙
橫
戚
と
，は
な
：ち
な
ル
の
⑥
あ
る
？
.然
か
る
に
そ
れ
に
も
拘
ら
す
是
等
.の
人
々
は
同
じ
都
市
生
活
者
で
あ
る
と 

#

ふ
共
通
.點

募

め

ゾ

故

一

に

複

合

性

構

成

A
稱
を
ち
れ
る
..

iお
.
$

グ 

ニ
，J
,
:
i 

お
然
ら
.ぱ
斯
か
.

5^

複

合

性

構

成

：が

如

何

な

.る
緒
築
を
隨
伴
す
.る
か
パ
、：此
ぬ
間
題
は
、
都
市
社
含
全
體
の
問
題
.と
各
個
<

の

問

題

：
^
：
に

分 

‘，；つ

，
て
-

諭
，す
る
事
が
出
來
ラ
タ
ホ
ニ
：S-

ハ
-を
^̂
^̂ 

. 
y

‘
. 

じ
ど
，.
：
K
 

'
サ
づ
.同
人
に
就
.

S:

て
者
H
.て
.

見
？̂

:
^
。：：. I

個
人
が
ニ
揮
の
統
に

.服
さ
'ね
ば
な
ら
ぬ
.場
合
.ハ
S

S

:

し

昏

制

が

相1
4

に
相
反
じ
た
：性
辨
の
：す
の.で
：あ
，ろ
場
合
ぐ
殊M

甚
し
か
。
：
_

反
對
に
"

ぺM

者
が
補
足
的
至
は
融
合
的
で
；あ
る
場
合 

，こ
，は
、.，，ぜ
人
0

.

處
す
：る
遊
ゆ
平
易
ゆ
：あ
：る
，。：

‘

：
或
；^
せ又

： …
，；
.一

ま

？^
:

章
双
翁
制
が
極
め
，

活

就

5

 V
.

見
み
と
、
.賴
種
め
統
制
が
#
に
そ
の
統:

を
對
'掠
：

S

化
強
化
.：-
て̂
，ゐ
る
ふ
f
t扉
め
雜5

0
:寧
ろ
第一 : 11’

の
場
合
が
今m

め
M 

-:

情
に
該
禽
す
石
も
の
セ
な
い
か
と
思
は
れ
る
。
即
ち1

方
又
は
双
方
の
統
制
が
極
め
て
寬
か
な
も
の
と
認
め
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ら
ぅ 

'か
®
:

都
市
は
.自

由

ホ

あ

あ

4

命
題
は
、.個
▲
.

に
：と
：ク
：て
：服
制
力
：の
鶴
溺
を
意
败
す
を
ぅ
都
市
に
於
け
る
る
社
ま
的
接
觸 

、村
落
：に
.於

が

如

*

で
な
：：

S-0 

，.潜
俗
.め
’迫
力
：が
な
‘い
。
：：
彼

：は

1
®

ぺ

個

身

的 

，
零

誉

め

；
：構
成
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I

i

娜

會

め

構

戌

四
.
四
：

ti

—

.
—

, 

/
 
こ

.，

着

め

翁
.s

#

界(

部
落)

か
處
に

s

れ

拷
f

煩
難
®

束

轉
.
.
監
棘
§

^

^

服
か
ち
解
放.
. 

ぶ
れ
を
；；
^

者
.

の
，

餐

4

事
が
⑩
來

ま
：
’
此

の

：
意

味

少

；

を
：；：

つ

の.
全
體
的
統
制
は
非
常
に

i

時
：
に

も.
1、タ
の
-
即
ち
部
落
的
統
制
も
、
.今
日
決
し
セ
峻
厳
だ
.
.は̂
云
：へ
れ
を
お
代
入

生
：活
，の

靈

と

し

て

ゐ

る

。
：

‘：故

に

、
狭

，

S

世

界

の

：內‘に
♦
つ

ズ

も

相

五

：に
.于

涉

拿

以.：

つ
：重

活
.わ

信

條

と

し.て
’ゐ

る

。

：

忽

g
f
, 

其

の

他

界

に

於

&

て

威

る

生

活

の

信

條

、
：
理

想

が

行

は

れ

，、
；，
其

の

住

然

、
；

.其

れ

に

服

從

：3

て

を

を§

餅

に
.述

べ

：た

通

ね

で

；あ
： 

る
。
し

を

、
；
此
の
服
從
は
,
强
®
的

な

もの：：

で

な

ベ

，；
寧

ろ

自

然

的

な

も

の

：，で
あ

.る
：0
:

:

蟹

に

摘

人

が

ま

れ

に

服

し

得

ぬ

：場

合

が

生

： 

す
れ
ば
：>
:
.其
の
個
人
は
ハ
.：直

に

他

の

地

區

(

部
落)

に
移
り
住
む
の
自
由
を
許
さ
れ
て
ゐ
る
0
.故
に
、
近
き
周
圓
の
ま
然
的
統
制
を
强
膨 

的
i

す

る

：場

合

は

、
.：何

等

か

め

變

化
.が

そ

の

關

傑

者

に

生

じ

た

時

で

；
あ

る

o

i
境
，i

入
と
か
逾
應
お
級
く
時
で
あ
る
。一.

.
此

の

場
合 

以
外
に
は
广
部
落
內
の
統
制
にQ

い
，て)

，强

敏

を

；感

す

る

：：事

，は

無

5̂

•の
.で
あ
る
。
唯
、
都
市
生
活g

場
合
に
は
、
か
4

變
化
が
頗
る
多 

く
耳
つ
：頻
繁
で
.あ
力 

>
:從

つ

て

嬉

應

を

缺

蟲

會

的

分

：裂

を

生

；せ

し

む

る

契

機

の

，多

い

.事
を
注
意
し
て
お
ぐ
必
耍
が
あ
る
，
,
'
‘

耍
す
る
に
、..個
人
に
就
い
て.
見
れ
ば
、
都
市
全.
體
.

と
.

4

て
も
？
叉
彼
等
の
部
落
的
他.探

に

て

，もV
,

强
制
的
追
力
は
：比
：較

的

微

弱

だ‘
 

と
！S

事
が
出
來
る
。
：都
市
は
，そ
れ
丈
け
寬
大
に
.

雜
多
な
分
子
を
包
擁
し
てl

i

も
云
へ
：を0
.

ン
ぃ.

パ"
シ

V:.:::.:-

(

九)

.:

次

い

：で

都

市

全

：體

か

ら

見

る

き

：
異

質

的

分

，子

を

綜

合

す

る

社

會

：と
：し

.S

性

質

上

、
.
棘

制
.レ
：得

契

機

は

.頗

，る

.一,

般
的
性
賞
の
も

-
广
、.
f 

w
.
.
r

の

で

な

け

ぬ

。最
も一

般
的
性
質
？

p
とa

へ
ぱ
，
*
も
迫
力
の
I

ま

り

に

外

ま

ぬ

。
〕

從
つ
て
I

無
S

とPI 

は
れ
る
狀
態
に
近
い
も
の
が
あ
る
。
換
言
す
れ
ぱ
無
統1

を
以
ウ
て
騎一

し
て
ぬ
る
め
で
ホ
.る
。
都
市
社
含
全
體
が
か
A
る
厭
態
に
’在

• 

• 

■ 

•
, 

.
• 

• 

>
; 

- 

V 

. 

V
.

: 

: 

.

.

.

.

.

‘ 

.

.

.

. 

.

. 

' 

. 

,

.

'

.

.

.

.

1

.

,
.
• 

- 

I 

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

. 

-
.
. 

f 

•
-
, 

.

る
事
‘を
最
も
ょ
く
知
覺
し
得
る
方
法
は
、
市
政
關
係
を
見
る
が一

潘
長
い
。
，假
り
に
市
民
社
會
に
於
い
て
充
分
な
統
制
、
積
極
的
意
味

-
‘し
，

.

-

'

-

:

-

,

: 

• / 

- 

: 
.
 

: 

■ 

■ 

. 

.
 

■ 

, 

: 

ノ 

 ̂

■
■ 

,

の
統.1

が
あ
れ
ば
、
之
れ
は
當
然
、
行
政
.機
構
に
之
れ
を
反
映
さ
せ
る
。
農
村M

於
け
る
？M

ロ
が
そ
れ
で
あ
る
。
.' 然
か
る
に
市
民
が
市 

政
.に
冷
淡
？̂
あ
る
と
云
ふ
、
當
局
者
ょ
り
常
に
反
復
提
唱
せ
ら
る〜

市
民
精
神
の
：缺
除
と
は
、
要
す
る
に
、
市
民
社
會
の
社
會
的
統
制 

が
極
め
.て
寬
裕
た
る
事
の
反
面
に
過
ぎ
な
い
。
成
程
新
聞
紙
其
他
め
所
謂
舆
諭
的
就
含
力
は
相
當
に
强
力
で
あ
ら
う
。
：し
：̂
し
其
め
叱 

*
も
、
：.大
，都
市
め
.內
部
に
は
、
之
れ
を
免
れ
：て
生
活
-
得̂
^
<
:
?
世
界
が
何
處
：に
で
？̂
2
:
^
出
ぶ
れ
る
の
で
あ
る
0
:到
底
ハ
：
田
‘#

の

與

諭

の

服

壓
的
な
迫
潜
に
比
す
べ
パ
を
：も
の
：
で

*

5
0
:
ベ

.
Vマ
.ブ

い
’

::::. 

ぐ
/,'. ‘7

:

.

.-
-
‘
，，：.：：.：.：：.

.
.

. 

。
都

市

社

會

は

マ

：厲
.

0

た
世
振
、
柴
活
^

想
を
持
め
：
く
つ
か
め
：集
團
を
抱
掘
ず
る
め
寬
大
タ
を
！
さ
め
ザ
な
ふ
ぬ
。
、恐
ら
：く
此
の
魔 

大
と
^
由
と
に
於
か
て
都
市
社
含
は
、
社
會
文
化
.に
寄
興
し
|
?
<は

、
え

れ

を

害

す

る

に

：到

1̂
:

の
..で
あ
：ら

ぅ

？

ル

づ

れ

て

も

、

.®
<
n

 

独
社
會
構
成
と
し
て
ハ
.都
市
全
體
が
持
ウ
統.1,

性

は

、

，自

由

を

確

保

す

る

と

云

ふ

意

辟

に

於

い

て

は

、
積

彌

的

で

.あ

る
-
^
*
^
知4

な
か

‘
 

. 

I

:

が
、
.
統
制
を
行
；

5

得
ぬ
と
云
ふ
意
味
で
は
、
最
も
お
適
的
な
も
の
'
.で
あ
え
。
：ベ/

 

,

.

又
.之

れ

あ

：る

が

故

化

い

市

民

各

個

は

寧
ろ

"
：！？

の
關
心
を
機
能
的
結
合
に
服
.化
す
る
湖
向
と
な
.る
ぐ
殊
に
彼
等
の
都
落
的
社
舍
は
、
；
 

此
の
社
會
的
機
能
的一

致
に
.沿
'ふ
て
形
成
さ
れ
る
傾
向
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
勞
働
者
傅
1勤
人
.街
、
屋
敷
街
等
い
つ
れ
も
是
等
地
面
的 

部
落
生
活
は
画
時
に
特
定
の
生
活
機
能
に
於
け
る1

激
を
物
語
り
、
從
ウ
て
彼
等
の
生
活
、
理
想
、
信
念
に
於
け
る一

政
を
許
し
て
ゐ 

都
市
社
倉
の
構
成 

璧

P
2
,
4
0

!
I



III
■

都
-

^

ま

の

#
波 

S
:

六 

ま
き
沛
社
ま
艘
か
ラ
し
た
諧
世
界

や
，！：<

^

戚
體
で
あ
る
ぬ：

I 

;
,

,
;

:

,
;
.

;

ち

：、V
.

‘ 

‘ 

V

斯
考
籍
レ
て
來
る
と
、，
同
生
活
體
と
し
の
都
市

I
M

會
全
體
は
、
何
等
共
通
の
市
民
意
識
を
持
た
ぬ
も
の
思
は
れ
て
米 

る
。
成

f

、J
C

同
速
體
ダ
の
都
ポ
の

f

臂
セ
前
め
節
お
A
述%

た
通
り
、
文
化
的
寄
與
が
生
み
出
す
生
活
熊
様
と
し
て
把
握
す 

え
事
が
池
谏
る
か
も
询
m
な
レ
0
:::併
し
斯
か
る
寄
溯
に
於
い
て
生
ホ
る
特
殊
の
生
活
態
織
に
基
い
て
共
同
生
活
體
な
る
意
識
を
直
に 

:
2
1
1
覺
、し
腐
.る
の
|
は̂

無

，ホ

ち

ぅ

，か
0
本

然

购

腐

同

生

泡

厲

の

，自

覺

说

弗

同

の

價

値

へ

，の

貢

献

ゆ

ち

意

義

づ

け

に

基

ズ

ネ

の

で

は

あ

る

が

、 

斯
か
る
意
義
づ
け
め
過
程
に
於
，

St
て
成
立
ん
た
生
活
熊
糖
は
>
‘伺
時
に
そ
於
ガ
け
で 

>
.
.
共
同
生
括
.の
意
識
を
發
生
せ
し
め
得
なS

で
あ 

か
？
：：

假

り

忙

家

族

せ"；旣
，t
述
べ
た
樣
に
本
然
的
共
同
生
活
體
で
あ
ゎ
、
特
定
の
偵
値
.へ
の
貢
献
を
意
味
す
る
生
活
體
，で
あ
る
。

:

し
か
し
か
乂
し
て
成
立
し
た
家
族
そ
れ
自
體
は
、
家
族
生
活
そ
れ
だ
け
で
，旣
に
共
同
生
活
を
意
識
さ
れ
て
ゐ
る
と
考
へ
得
な
，

5

で
あ
ら 

ぅ
か
0

. 

に
於
け
る
ゾ
共
同
生
活
谓
識
は
恐
ら
>

^

此
の
韻
|」

義
的
意
.

識
で
あ
る
と
者
へ.
得
る
0

.

か
の
意
識
に
基
い
て市

民
#

!
!

 

力
成
立
す
る0 

,
.
.
.

. 

;
 

.

.

:

-

,

か
i

，る
意
味
の
共
同
生
活
體
は
、
實
際
、
：實
に
も
つ
と
効
利
的
な
實
際
的
な
市
民
的
關
心
に
進
く
集
圓
意
識
に
結
び
着
き
得
る
。

:

市
民
は
生
活
機
能
に
於
い
て
は
、
異
質
的
で
あ
と
述
べ
た
。
換
言
す
れ
ば
、
文
化
的
寄
與
の
積
極
的
方
面
、
即
ち
奉
仕
、

「

與
へ
る
し 

活
動
に
於
い
て
は
、
溪
質
的
で
あ
る
0

.
而
し
て
、
此
の
事
は
旣
に
述

y
た
職
に
對
立
乃
至
：
^

抗
爭
の
關
係
、
少
く
と
も
無
關
心
の
關
係 

を

生

み

出

す

。
，
然
ら
ぱ
文
化
的
寄
與

.
，の

消

極

的

方

面

即

ち

自

，
己

.充
實
、

r

受
，

Y
f

p
J

 
,

活
動
に
於
い
て
は
、
將
し
て
，如
何
。
給
諭
を
先
き
に

云
ふ
な
ら
ぱ
此
の
面
の
生
活
に
は
，
充
分
廣

M

な
共
通
黯
を
見
.出
す
、：，し
.
★

し
、
，必
す
し
A

全
部
が
：悉
く
共
通
し
得
る
も
の
で
な
い 

事
情
も
看
逃
せ
な
5
0 

:
:
:

バ
ー
：y.
ソ：：:

:

し
 

•

，•
.都
市
に
於
，

S

て
は
種
タ
な
働
き
が
社
會
化
さ
れ
、
.制
度
化
さ
れ
る
の
‘事
*
が
あ
る
。
.，
例

，

〈

ぱ

農

村

で

：̂

各

戶

に

於

い

て

各

自

給

水

準 

備
を
行
ふ
に
對
レ
て
、
都
^
£に
於
5
て

は

水

ま

經

營

と

，な

つ

セ

.現
は
れ
る
。
農
村
れ
於
け
ぷ
隣
保
救
度
の
任
事
は
、：都
市
に
於
い
て
社 

營
賓
業
法
な
る
。
‘斯
く
の
如
く
し
て
部
市
に
於
い
て
は
多
く
の
働
き
が
社
會
化
さ
れ
韻
織
立
て
ら
れ
，
制
度
化
さ
れ
て
來
る
0
又
農
村 

に
於
け
る
綜
合
的
な
^
角̂
的
な
働
☆
は
ゥ
'
;都
#
に
M

か
：て
^
單̂
一
:專
£
化
將
殊
化
さ
れ
^
0タ
：：.例
ぺ
：
ぱ

、
，：
家

事

、
育

兒

^
敎

育

等

：タ

が

都

會 

に於いゾそか

^

專
門
の

.機
關
に
晏
ね
ら
れ
て
、
各
の
活
動
を
單

'
I
A
#

化
す
る
忙
對
し
て
.、：農
村
に
於
は
、.家
庭
の 

綜
や
、
：：多
角
的
な
營
み
の
內
に
含
ま
れ
て
ゐ
る
。ゾ：：

.
^
v

:
:
:
‘
斯
<
の
謝
ま
は5

づ
れ
も
 ̂

.組
織
化
.に
ょ
ネW

濟
法
，則
ぬ
規
定
す
る
所
と
云
.つ
，て
.差
ま
♦
る
ま
い
。
唯
、
£

れ

が

爲

め

に

は

、
.都

市 

生
活
の
如
ま
、
密
集
的
な
生
活
形
^
?
^
|
:
^

在
耍
と
す
る
9
.宜

大

な

：需

：耍
：：

^
之
れ
に
伴
ふ
資
カ
と
は
集
合
要
經
營
を
可
能
な
ら
し
め
を
？ 

そ
は
恐
ら
く
營
利
主
義
的
な
る
と
否
と
を
間
ふ
必
要
が
あ
る
ま
い
0ス
要
す
る
にハ

/,

生
活
充
足
に
必
要
な
る
働
き
を
、
，斯
く
社
會
化
し
た 

0

$

^

.

.

,1

應
、
共
®Q

關
心
を
生
ぜ
し
む
る
售
で
あ>0。：

即
ち
，ゾ
#

路
>
土
木
、
交
通
、
水
道
、
電
氣
、
冗
斯
.敎
言
"
衛
生
、
赎
樂
、： 

經
濟
、治
安
等
に
於
‘い
て
被
等
は
ク1

應
、
.'基

等

の

，經

營

の

盤

傭

を

.5:

づ
れ
も
待
望
し
セ
，：ゐ
る
。
即
ち
彼
等
は
生
活
充
實
の
方
面
に
於
い 

て
、
少
く
と
.
.
^
0
共
通
の
關
心
を
持
つ
て
ゐ
る
。
.嘗

て

ぐ

沛

民

的

意

識

は

主

と

し

て

消

費

者

的

關

心

に

基

く

」

：：
と
述
べ̂た
が
、
鼓
に
再
び
、 

同
セ
事
を
-
1
5得
る
。
：：

r
.

.
ド
：：-
.
.
:
ド

っ

‘て
：

：：
.
V

V
V,、：

‘

.：
 

. 

-T:

パ

-

:

-

-マ：：：\ ,
ぺ：

.へ0
: 

V

都
市
祐
會
の
構
成
 

：
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(

！：力
？
0〕

是
菩
の
個
心
は
、：
實
際
、
都
市
の
共
同
生
活
者
な
る
が
故
に
生
じ
た
も
の
で
あ
り
、
之
れ
は
、
都
市
生
活
者
の
部
落
的
存
在
丈
け
で 

は

成

立

し

得

ぬ

撒

賞

の

も

，め

.，で
ホ
る
が
故
に
ハ
確
か
忆
此
の
：種
の
厕
心
は
都
布
生
活
全
般
に
ぼf?

ぶ
め
セ
あ
.

る
？
：：：

故

に

此

の

：.
：

「

生

活

ま
 

廣」

；'の
方
商
に
於
い
へ
て
確
：か

に

共

同

生

活

：の

實

を

生

張

す

ス

事

は

出

來

^
?。
：；.：ソ

：；：.

，.

，：'
:
>
:
I
V
:
; 

V

レ
：：

.

.I

 

..

:

然
か
盤
ハ
か
ふ
：：
共
通
的
關
心
は
嚴
し
て
、
何
處
ま
で
棚
り
げ
て
行
ぐ
事
が
出
來
る
か
、r

之
れ
‘に
就
，

5
,:

て

は

充

分

疑

な

き

を

得 

な
い
0
;何
故
か
と
云
へ
ぱr

r

生
活
充
實」

ぬ
ぷ
方
面
も
炎4

て
各
人
皆
！.様
と
云
ふ
を
得
な
，い
か
ら
で
あ
，るa

例
ぺ
ぱ
交
通
機
關
の
改 

善
は
市I

f

の
大
部
分
に
と
つ
.て
：重
大
な
關
心
事
で
あ
る
。
：：何
と
な
一
れ
ば
，
此
の
生
活
環
境
の
良
否
は 

彼

等

の

.生

活

機

能

及

び

充

實

に 

直
接
的
影
響
を
及
ぼ
す
か
ら
。
徘
か
し
>
市
營
電
車
の
經
營
如
何
に
ょ
っ
て
，
：切
實
な
影
響
を
感
す
る
の
は
、
市
民
全
部
で
は
な
w
o
,
’ 

‘ホ
部
分
で
は
あ
る
^
要̂
す
^
^に̂
.
l部
で
あ
9̂
0
:他
の 

1

部
は
自
働
車
疾
走
に
快
適
な
道
路
の
完
成
を
ょ
り
望
む
で
あ
ら
ぅ
。
水
道
料
金 

の
低
廉
は
何
人
も
望
む
所
で
，#

.
，耕
か
し
：

1:
部
に
は
、
若
干
の
値
上
げ
に
も
痛
岸
を
感
じ
な.

S

者
が
少
く
な
、か
。
；都
市
美
觀
は
、：.尊 

重
さ
るl

E

き
で
あ
る
0
.し
.
し̂
も
り
と
⑨
實
.な

生

活

っ

た

階

資

も

あ

る

。
ラ
'チ

オ

，の

演

藝

放

送

に

も

色

々

と

相

.反

し

て

註

文 

が
出

る
。

，
'
‘
- 

‘
 

‘

，
斯

ぺ

の

加

く

し

て

、

生

活

充

實

の

方

面

に

於

：か

.ダ
も
決
し
て
關
心
の
：

T
1

性
は
無
.

假

諧

種

の

經

營

が

基

本

的

原

始

的

の 

も
め
か
ら
、
：谓
次
上
昇
し
て
來
る
に
連
れ
，

て
"
.

翁>:5F.:1 

i
i

は
失
は
れ
；

V

來
る
で
あ
ら
力
9貴

-̂.:

は
決P

て"

此
の
方
面
に
於
け
る
隔 

養

を

，必

奥

以

ト

：
に

强

.調

し

樣

と

す

る

の

で

は

無

い

0
.確
か
に
、
可
な
り
幅
の
.廣

5

購
層
に
互
っ
て
■
心
の
統

I

は
成
立
し
得
る
0

し
か 

し
、
：そ
れ
に
し
て
も
、
大
衆
性
、
：貴
族
性
の
相
逮
は
殘
る
で
あ
ら
ぅ

0
,市
民
的
關
心
が
此
の
意
味
で
大
衆
的
で
あ
る
所
に
吾
々
は
特
に

ま

興
味
を
惹
か
れ
る
。
即
ち
、
市
我
と
は
、
是
等
の
經
營
に
於
い
てI

厘
一
毛
の
利
養
を
追
す
る
生
活
階
層
を
指
す
も
の
で
は
な
い
か 

と
® 

'

.
, 

I 

- 

. 

； 

- 

‘ 

. 

..

..

..

.
 

,

 

t

是
等
の
事
實
か
ら
し
て
、
吾
々
は
都
市
社
會
の
構
成
が
頗
る
異
質
的
な
る
を
知
る
。
元
來
、
社
會0

-

的
に
見
る
と
、
吾
タ
は
、
都
市 

きK.:

ふ
宜
大
な
入
口
集
園
を
、

.

.要
す
る
.に
：何
'萬
：、
何
十萬

："
，

何Hn

萬
か
の
：單
な
る
人
口
集
團
と
見
做
す
湖
が
♦
る
。
廣
際
に
贷
ぃ
て 

.何
十
萬
、」

.何
百
寓
と1

K

ふ
人
ぉ
静
が
日
常
生
活
に
於
い
‘
.て
何
等
質
的
相
逮
の
：離
い
、：

均
等
な
もQ

-
y

し
そ
#
在
す
.る
と
：云H

事

考

：へ 

ら
れ
な5

の
：で

ぁ

る

。
：

.百
萬
の
.大
章
は
"-tn

常
生
活
の
：现
.象
で
は
.な
否
、百
萬，

P
大

軍

す

ら

唯

の
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萬

人

の

集

合

や
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な
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質
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る
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て
、„

社
會
生
熊
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は
赚
か
に
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訓
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所
が
在
っ
た
。
却
ち
都
.市M

S
：

等
.九
貴
的
構
成
で
.な
て
、
質
的
な
交
錯 

的
構
成
で
ぁ
と
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其
の
結
果
吾
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> は
摩
ろ
其
の
本
然
的
な
共
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意
義
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.就
か
.て
把
握
す
お
き
囊
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失

：つ

た

か

も
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れ

ぬ
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，事
は.又
、
確
か
に
.现
代
大
都
市
の
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會
相
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照
應
す
事
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出
來
る
。
世
人
は
大
都
市
生
活
の
個
人
主
義
化
と
獨
善
主
義
的
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括
を
非 
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す
る
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生
滋
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對
す
る
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譽
褒
贬
は
頗
る
喧
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程
か
ん
：
生

'括
態
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が
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狡
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營
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改
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の
地
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內
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け
る
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生
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し

て
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殊
な
生
活
熊
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い
.て
日
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營
む
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圓

を
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め

て

？

都
市
地
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城
と
し
て
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0
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々
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都
市
生
活
圏
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探
求
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於
か
.て
と
：力
た
方
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も
亦
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に
ょ
つ
，
 

た
p

f
る
：ッi

精「

大

都

市

生

活

：圏

の

調

査

」

參

照)

。
.
，
，

 

:

S

市
社
會
は
斯
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き
も
の
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熊
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持

：
つ

た

共
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生

：括

體
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あ

り
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其
の
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含

的

構

成
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複
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性

德

成
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ゐ
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。
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制
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化
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程

が
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く

發

建

し

て
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。
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•
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擧

げ
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對
農
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の
社
會
的
特
色
に
恐
ら
く
社
含
的
複
合
性
構
成
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事
實
に
其
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集
を
有
す
る
の
で
は
無
か
ら
ぅ
か
0
併
し
、
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何
に
わ
て
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複
合
性
構
成
で
あ
る
か
、
何
故
都
市
社
會
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異
質
的
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な
の
か
に
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は
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發
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の

源

由

：に
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ぬ
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唯
、
.そ
れ
は
本
稿
め
目
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で
は
無
.い
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故
に
®
で
は
論
及
：P
て
ゐ
な
い
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唯
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市
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本
稿
は
、
文
中
に
も一

言
し
て
：.お
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た
様
に
、骨
組
を
示
し
た
に
化
ま
つ
て
肉
附
け
が
し
て
な
い
。
此
の
仕
事
は
更
に
後
に
譲
り
度
い
。
そ
れ
放
、

,

例
證
、
引
用
等
は
殆
ど
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こ
れ
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け
た
、
目
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す
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社
會
の
性
質
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明
か
に
、
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つ
て
諸
般
の
都
市
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現
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解
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め
る
に
在
り
。
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ほ
推
敲
す
ベ
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が
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と
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ず
る
"
此
の
意
味
で
は
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稿
に
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ぎ
な
い
、
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賢
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御
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つ
所
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あ
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ロ
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ろ
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之
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、

佛
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西
の
金
本
位
離
脱
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三
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倫
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に
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催
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お
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界
經
濟
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議
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裂
の
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ま
佛
蘭
西
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白
耳
義
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蘭
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西
、併
太
利
並
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1
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金
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ク
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れ
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何
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右
す
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し

て

.、
世

界 

暴
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惹
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に
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し

て

旣

に
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ざ
れ
た
適
ゎ
、金
ポ
せ
'
.ッ

ク

の

維
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頗
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困
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濟
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又
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環
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營
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